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1.研 究 目的 ・内容

近年 、大学 は改革 の波 に晒 されて い る。 と りわ け問題 視 され るの は教養 部 で あ

り、 中で も第 二外 国語 の現状 と今 後 のあ り方 で あ る。そ の結 果 、す で に改 革 を終

えた大 学 、現在 進行 中の大学等 様 々 であ るが 、 この度 本学 の第 二外 国語 にお い て

も遅 らばせ なが ら改革 に取 り組 む運 び となっ た。本研 究 の 目的 は、そ の第0段 階

と して、第二外 国語 に対 す る学 生 の意 識 を調 査 す る こ とで あ る。

ア ンケー トは、履 修 の 「動 機」、 「情 報源 」、英 語 との補 完 性 、 学 習 の 意 義 、 現

状 、今 後 の あ り方等 を含 む20問 か ら構成 され てい る。

2.研 究 方法 ・計算 方法

ア ンケ ー ト作成 に当 たって は、同志社 大学 に よる同種 の 「報告書」(1991年6月)

を もとに、本学 の第 二外 国語担 当教 員 、堤(ド イツ語)、 田 中(フ ラ ンス語)、 笠

置(中 国語)が 協議 し、本学 の学生 に適 した形 に編集 、作成 した もので あ る。調

査 は、1991年 秋 、第二 外 国語 履修 生1396名 を対 象 に実施 され た。集計 処理 には 、

統計 処理 用 ソフ ト"SPSS-X"を 使用 した。

3.研 究成果

その結果、学生達の第二外 国語に対する意識がかなり明確になった。すなわち

学生達がどのような動機でその外国語を履修したのか、外国人教師を希望するか?

現在 の授業時間数、クラス人数 についてどう思うか、希望する教材は?現 在 の履

修制度及 び将来の履修制度についてどう思うか、等様々な設問を通 して、学生た

ちが現在の第二外国語をいかに考え、将来いかにあるべきかと願っているかが浮

き彫 りにされた。このデータは、今後の改革に向けての貴重な資料 となろう。
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